
知事･市長を交えたパネルディスカッション

〈株〉エイム･藤井氏と〈株〉宮商･宮下氏による取組事例の紹介 会場後方の展示ブースで市の取組をＰＲ

山口県が設立した｢やまぐち女性活躍応援団｣の記念すべき第1回

目の地域シンポジウムが､ときわ湖水ホールで開催されました。

第1部の基調講演は､働き方改革の先進企業として有名な､サイボ

ウズ〈株〉の松川 隆さんによる､『サイボウズが実践してきた100

人100通りの組織風土とは？』。

性別等にとらわれない自由な発想でさまざまな課題を乗り越えて

きた先駆的な事例やノウハウなどが紹介されました。

その後､女性活躍を進めている地元企業を代表して､〈株〉エイム

の藤井惠子さんと､〈株〉宮商の宮下悠子さんから､それぞれ自社で

の取組状況が紹介され､第2部のパネルディスカッションへ。

宇部市男女共同参画推進審議会の会長でもある､山口大学副学長

の鍋山祥子先生がファシリテーターを務められ､宇部フロンティア

大学で学生の就職等を担当されている角光通子課長､村岡県知事､

篠﨑市長に､先の2社（藤井氏､宮下氏）を加えた6名により､意見交

換が行われました。

話題の中心は､女子学生の地元就職となり､学生を取り巻く就職事

情や､多様性を意識して学生支援を進めていくことの重要性などが

伝えられ､最後に､産･学･公の全ての関係者が連携･協力していくこ

とを皆が確認し合いました。

｢家庭生活応援セミナー｣の第1回目を飾る”男性育休編”が､令和4年9月25

日にフォーユーで開催されました。

講師には､育Ｑドットコム〈株〉の広中秀俊さんをお迎えし､『育休は冒険だ。

夫婦で備える男性育休』をテーマに､このたび改正のあった男性育休制度をは

じめ､国内外の最新情報などについて紹介がありました。

後半では､実際に民間企業で育休を取得された男性とトークが繰り広げられ､

｢妻の大変さがよく分かった。会社からのバックアップもあり､安心して取得

できた。｣など､今後の参考となる意見をたくさん聴くことができました。

野田前大臣も､自身のこれまでの経験を紹介しながら､

さまざまな意見に耳を傾けられていました。

｢今後は､女性だけが頑張るのではなく､その思いを受け

取る男性側の理解や協力が大切になってくる。｣との考え

が共有され､改めて､各自がそれぞれの現場で輝く女性

リーダーを目指していく契機となりました。

いても､より良い啓発や課題解決の方法など､参加した市職員か

らのアドバイスを受けながら､活発な意見交換が繰り広げられま

した。

生徒からは､｢大人への啓発だけでなく､子どもの頃から男女平

等は当たり前のことだと教えるべきでは。｣といった意見も聞か

れ､市職員にとっても今後の参考となる貴重な時間となりました。

が､令和4年5月19日に成立。

包括的な援助に当たる｢女性相談

支援センター｣の設置を都道府県に

義務付け､これまでの根拠法であっ

た｢売春防止法｣の古い規定も見直

されることとなりました。

女性の自立を願

う偉大な女性教育

者がいたことに､参

加者も深い感銘を

受けていました。

津田梅子の生涯をまとめたＤＶＤの

上映会が､令和4年10月8日にフォー

ユーで行われました。

山口県経営者協会の主催により､前女性活躍･男女共同参画担当大

臣である､野田聖子氏が本市を訪問され､新たな女性リーダーの発

掘をテーマとした特別講演と､参加者とのグループディスカッショ

ンが､令和4年7月21日にＡＮＡクラウンプラザホテル宇部で開催

されました。

当日は､県内各地の企業･法人･官公庁から､女性経営者や女性管理

職ら約40名が一堂に会し､これからの社会に求められる女性リー

ダーの役割などについて語り合いました。

昨年度に引き続き､宇部高等学校探求科（1年生）の授業の一環として､本市

の取組を学び合う｢ＳＤＧｓセミナー｣が､令和4年5月27日に同校で開催さ

れました。

各グループ別に分かれ､テーマの一つであった｢男女共同参画の推進｣につ

貧困をはじめとするさまざまな問題に直面する女性の自立支

援を強化する｢困難な問題を抱える女性への支援に関する法律｣


